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しまくとぅば普及関係者各位 

沖縄語教育研究８ 

沖縄語の伝統音の種類－その１、首里言葉（３枚） 

２０１０年２月１１日 

沖縄語研究家 船津好明 

沖縄語の伝統音について記述した文献はたくさんあり、内容は様々です。本稿は、沖縄

語は日本語の下位言語ではなく、日本語と関係を持つ独立言語であるという立場から、今

後の沖縄語教育の参考のために、改めて沖縄語の伝統音の種類を研究し一覧にして示した

ものです。 

研究の素材は「沖縄語辞典」（国立国語研究所編、以下「辞典」）の 48－49 頁および 93

－98 頁の沖縄語の伝統音の表（以下「原表」）です。口語、文語、平民、士族の各音が含ま

れています。伝統音には日本語の音と同じ音も含みます。これらの音を日本語の５０音表

に準じた形式で、本稿の２－３頁に示しました。原表の音は整理された典型音であって、

実際に使われるときには音に幅が生じます。音の幅については辞典の中でも説明されてい

ますが、実際には更に広く変化します。本稿の表（以下「本表」）の、標音記号と番号のみ

で仮名文字がない欄は、原表に音がないか、他の音と重複していることを示します。以下、

本表から見出される幾つかの特徴や所見を掲げます。 

 

（１） 母音系の音は、破裂音５、不破裂音５で、計 10 個見られる。 

（２） 現在の日本語の音のうち、いわゆる５０音表の中の清音 48 個は全てある。濁音も

ある。しかし、拗音のうち kja（キャ）、kju（キュ）、kje（キェ）、kjo（キョ）の４音

はなく、同様に gja（ギャ）行の４音、rja（リャ）行の４音もない。 

（３） 現在の日本語にない音の主なものは、沖縄文字（拡張仮名）によって一音一字で

示した（本表の網掛けの字）。 

（４） 本表の「108 pu（ぷ）」、「110  po（ぽ）」は辞典の 48－49 頁の表にはあるが、

93－98 頁の表にはない。見出し語にはある。 

（５） 辞典は首里の言葉を集めたものであるが、首里以外のしまくとぅばの中にも首里

言葉の音と同じ音が多く見られる。また、音韻は地域差や個人差や場面差によって変

化する。辞典にない沖縄語はたくさんある。 

（次頁は表） 

 






